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「
本
学
は
二
つ
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
一
つ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
そ
れ
、
も
う
一
つ
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
そ
れ
で
す
」、「
本
学
は
国
内
外
に

〈
開
か
れ
た
大
学
〉
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
者
でU

niversity of 
Tsukuba

を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

筑
波
大
学
の
複
数
の
副
学
長
氏
が
確
信
に
満
ち
た

口
調
で
こ
う
語
り
笑
顔
を
つ
く
っ
た
。
大
学
の
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
の
取
材
や
大
学
外
で
の
資
料
収
集
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
副
学
長
氏
の
発
言
は
決
し
て
勝
手

な
誇
張
や
理
想
論
で
は
な
く
、
現
実
の
確
実
な
動
き

を
語
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
国
立
大
学
や
高
等

研
究
機
関
で
「
一
つ
の
金
メ
ダ
ル
（
ノ
ー
ベ
ル
賞
）」

を
目
指
せ
る
大
学
は
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
「
二
つ
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
」
を
目
指
せ
る
の
は

筑
波
大
学
に
ま
ず
指
を
折
る
の
が
順
当
の
よ
う
で
あ

る
。

　

筑
波
山
の
麓
付
近
に
広
が
る
つ
く
ば
市
に
は
３
つ

の
大
学
が
あ
る
。
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
、
同
筑

波
技
術
大
学
、
学
校
法
人
（
私
立
）
筑
波
学
院
大
学

で
あ
る
。
こ
の
中
で
頭
脳
都
市
・
筑
波
学
術
研
究
都

市
を
代
表
す
る
の
が
筑
波
大
学
で
あ
る
こ
と
は
論
を

俟ま

た
な
い
。
関
東
甲
信
越
地
方
に
限
れ
ば
、
東
京
大

進
学
率
を
誇
っ
て
お
り
、
隣
接
す
る
土
浦
市
の
県
立

土
浦
第
一
高
校
は
今
や
県
を
代
表
す
る
名
門
進
学
校

で
あ
る
。
地
元
３
校
か
ら
の
筑
波
大
学
入
学
者
は
相

当
数
に
上
り
、
そ
の
大
半
が
研
究
学
園
都
市
の
研
究

者
や
教
育
者
ら
の
子
弟
で
あ
る
）。

◇

　

同
大
学
に
取
材
で
出
向
く
と
、
ま
ず
広
大
な
緑
豊

か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
圧
倒
さ
れ
る
。
木
々
の
緑
が
映

え
、
空
気
は
都
会
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
新
鮮

で
あ
る
。
都
心
の
大
学
の
よ
う
に
騒
音
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
も
ま
ず
な
い
。
ふ
と
か
つ
て
訪
ね
た
ア
メ

リ
カ
北
東
部
の
州
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
た
た
ず

ん
で
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
る
。
リ
ス
で
も
飛

び
跳
ね
て
い
れ
ば
北
東
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
の
も

の
で
あ
る
。
２
系
統
の
バ
ス
が
巡
回
す
る
キ
ャ
ン

パ
ス
の
広
さ
は
、「
２
０
１
４
年
版
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
（
朝
日
新
聞
出
版
）」
に
よ
る
と
、
校
地
面
積
は

１
３
１
１
万
６
５
１
０
㎡
で
、
全
国
の
国
公
私
立
あ

わ
せ
て
９
位
、
校
舎
面
積
は
70
万
９
５
０
㎡
で
３
位

で
あ
る
。宿
舎
な
ど
も
含
め
た
敷
地
面
積
は
２
位（
一

時
は
１
位
だ
っ
た
が
、
今
は
九
州
大
学
に
ト
ッ
プ
の

座
を
譲
っ
て
い
る
）
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
。
い
ず
れ

に
せ
よ
広
大
な
敷
地
の
確
保
が
容
易
で
な
い
首
都
圏

の
内
外
（
関
東
地
方
）
に
あ
る
大
学
で
は
群
を
抜
い

て
広
い
の
で
あ
る
。
広
大
な
緑
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
学

生
生
活
や
学
術
研
究
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
学
生

数
は
、
今
年
５
月
現
在
で
、
学
群
（
学

部
学
生
）
９
７
９
８
人
、
外
国
人
（
自

費
留
学
生
）
学
生
68
人
、
外
国
人
留
学

生
（
官
費
留
学
生
）
２
７
６
人
。
大
学

院
生
６
６
６
１
人
、
外
国
人
学
生
66
人
、

外
国
人
留
学
生
１
２
３
０
人
。
総
合
大

学
と
し
て
は
際
立
っ
た
数
字
と
は
言
え

な
い
が
、
大
学
院
生
の
数
が
多
い
こ
と

が
目
に
付
く
。
文
字
通
り
「
大
学
院
大

学
」
な
の
で
あ
る
。

　
「
開
か
れ
た
大
学
」
と
し
て
海
外
か

ら
の
留
学
生
が
相
当
数
に
上
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
教
職
員
数
を
加
え
る
と
同

大
学
の
総
数
は
約
２
万
１
０
０
０
人
に

上
る
。
10
箇
所
ほ
ど
あ
る
駐
車
場
は
い

つ
も
大
学
関
係
者
や
学
生
の
マ
イ
カ
ー
で
満
車
状
態

で
あ
る
。
つ
く
ば
市
は
典
型
的
な
「
車
社
会
」
で
あ

り
、
マ
イ
カ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
生
も

同
じ
で
あ
る
。

　

構
内
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
や
森
の
中
の
歩

道
を
歩
く
と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
の
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー

（
大
学
で
は
「
つ
く
ば
ブ
ル
ー
」
と
呼
ぶ
）
に
「
40

＋
１
０
１
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
し
ば
し
ば
見
か

け
る
。
同
時
に
「IM

AGIN
E TH

E FU
TU

RE.

」
と

書
か
れ
た
横
断
幕
も
よ
く
目
に
入
る
。
後
者
は
同
大

学
の
「
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
で
あ
る
。
言
わ

ば
〈
商
標
（
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
）〉
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
る
。
同
大
学
１
期
生
で
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
一
倉
宏
が
母
校
に
夢
を
託
し

て
贈
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。（
以
下
『
筑
波
大
学　

IM
AGIN

E TH
E FU

TU
RE　

by AERA

』（
朝
日
新

聞
出
版
）、『
筑
波
大
学
30
年
史
稿
』、『
筑
波
大
学
の

40
年
』
な
ど
筑
波
大
学
関
連
文
献
を
参
考
に
す
る
）。

　
「
40
＋
１
０
１
」（
つ
ま
り

「
１
４
１
」）
と
は
何
で
あ
る

か
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
大
学
の
歴

史
と
伝
統
さ
ら
に
は
誇
り
が
端

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
昨
年

（
２
０
１
３
）
10
月
、
筑
波
大
学

は
開
学
40
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
た
が
、
歴
史
は
古
く
文
明
開
化

期
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
に

ま
で
遡
る
。
こ
の
年
、
新
橋
・
横

浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
。
徴
兵

令
が
公
布
さ
れ
た
の
も
こ
の
年

で
あ
る
。
筑
波
大
学
の
創
起
は
旧

帝
大
系
の
国
立
大
学
（
東
京
大
学

を
除
く
）
よ
り
も
古
い
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
１
４
１
年
の
歴
史
を

略
記
す
る
。

　

同
大
学
は
明
治
政
府
の
学
制
発
布
と
同
時
に
発
足

し
た
日
本
初
の
教
員
養
成
校
・
師
範
学
校
が
原
点（
母

体
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
師
範
学
校
と
体
操
伝

習
所
（
体
育
学
群
の
原
点
）
と
な
り
、
さ
ら
に
は
東

京
高
等
師
範
学
校
（
旧
制
中
学
（
今
日
の
高
校
）
以

上
の
教
員
養
成
校
）
と
発
展
し
た
。
女
子
の
高
等
教

員
養
成
校
と
し
て
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お

茶
の
水
女
子
大
）
が
開
校
し
て
い
る
。
両
校
と
も
戦

前
の
東
京
の
文
教
地
区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
る
名

門
校
で
、
高
等
教
育
界
の
指
導
者
育
成
を
目
指
し
た

こ
と
か
ら
官
費
支
給
の
優
遇
措
置
が
あ
っ
た
。
在
校

生
全
員
が
授
業
料
を
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
東
京
文
理
大
学
・
東
京

高
等
師
範
学
校
・
東
京
体
育
専
門
学
校
・
東
京
農
業

教
育
専
門
学
校
の
国
立
４
校
が
統
合
し
て
東
京
教
育

大
学
の
発
足
と
な
っ
た
。
筑
波
研
究
学
園
都
市
へ
の

移
転
を
契
機
に
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
10
月
、

筑
波
大
学
が
誕
生
し
た
。
こ
の
年
元
筑
波
大
学
長

江
崎
玲
於
奈
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
図
書
館
情

報
大
学
と
合
併
し
他
の
総
合
大
学
で
は
見
ら
れ
な

い
学
群
が
誕
生
し
、
２
年
後
に
は
国
立
大
学
法
人

と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

◇

　

時
代
は
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に
遡
る
。
若

き
夏
目
金
之
助
（
後
に
文
豪
漱
石
）
は
東
京
高
等

師
範
学
校
の
教
壇
に
立
っ
た
。
１
４
１
年
の
歴
史

の
中
の
エ
ポ
ッ
ク
の
一
つ
と
考
え
た
い
。
秀
才
夏

目
金
之
助
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
大
学
院
（
英

文
学
専
攻
）
に
進
ん
だ
後
、
同
年
10
月
、
東
京
高

等
師
範
学
校
の
英
語
教
師
嘱
託
と
な
る
の
で
あ
る
。

26
歳
。『
夏
目
漱
石
』（
小
宮
豊
隆
）
の
「
就
職
」

か
ら
引
用
す
る
。（
小
宮
豊
隆
は
漱
石
門
下
の
ド
イ

ツ
文
学
者
。
以
下
原
文
の
ま
ま
）。

　
「
漱
石
が
（
大
学
を
）
卒
業
し
て
か
ら
、
漱
石
の

成
績
が
非
常
に
よ
か
っ
た
の
で
、
方
々
に
就
職
口

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、学
習
院
の
口
は
、仲
に
立
っ

た
人
が
大
丈
夫
だ
と
い
う
の
で
、
漱
石
は
モ
ー
ニ

ン
グ
を
拵
こ
し
ら
え
て
待
っ
て
い
る
と
、
そ
の
口
は
ア
メ

リ
カ
帰
り
の
人
か
何
か
に
と
ら
れ
て
し
ま
い
、
仕

方
が
な
い
か
ら
漱
石
は
、
一い

っ

張
ち
ょ
う

羅ら

の
モ
ー
ニ
ン
グ

を
着
て
方
々
あ
る
い
て
い
た
と
い
う
話
は
、
漱
石

の
講
演
『
私
の
個
人
主
義
』
の
中
に
出
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
漱
石
に
は
、
高
等
学
校
（
現
東
京
大

学
教
養
学
部
）
と
高
等
師
範
と
両
方
か
ら
、
殆
ど

同
時
に
口
が
掛
っ
た
。『
私
の
個
人
主
義
』
に
、「
私

は
高
等
学
校
へ
周

し
ゅ
う

旋せ
ん

し
て
く
れ
た
先
輩
に
半
分
承

諾
を
与
え
な
が
ら
、
高
等
師
範
の
方
へ
も
好
い
加

減
な
挨
拶
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
事
が
変
な
具

合
に
も
つ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
中
略
）。
す
る

と
或
る
日
当
時
の
高
等
学
校
長
、
今
で
は
慥た

し

か
京

学
に
次
ぐ
（
ま
た
は
並
ぶ
）
国
立
の
総
合
大
学
と
い

え
よ
う
。
ま
ず
同
大
学
の
「
建
学
の
理
念
」
を
確
認

す
る
。「
筑
波
大
学
概
要
」
か
ら
引
用
す
る
。

　
「
筑
波
大
学
は
、
基
礎
及
び
応
用
諸
科
学
に
つ
い

て
、
国
内
外
の
教
育
・
研
究
機
関
及
び
社
会
と
の
自

由
、
か
つ
、
緊
密
な
る
交
流
連
携
を
深
め
、
学
際
的

な
協
力
の
実
を
あ
げ
な
が
ら
、
教
育
・
研
究
を
行
い
、

も
っ
て
創
造
的
な
知
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た

人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
術
文
化
の
進
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

従
来
の
大
学
は
、
や
や
も
す
れ
ば
狭
い
専
門
領
域

に
閉
じ
こ
も
り
、
教
育
・
研
究
の
両
面
に
わ
た
っ
て

停
滞
し
、
固
定
化
を
招
き
、
現
実
の
社
会
か
ら
も
遊

離
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
本
学
は
、こ
の
点
を
反
省
し
、

あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に

も
開
か
れ
た
大
学
で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
性
格
と
す

る
。
そ
の
た
め
に
本
学
は
、
変
動
す
る
現
代
社
会
に

不
断
に
対
応
し
つ
つ
、
国
際
性
豊
か
に
し
て
、
か
つ
、

多
様
性
と
柔
軟
性
と
を
持
っ
た
新
し
い
教
育
・
研
究

の
機
能
及
び
運
営
の
組
織
を
開
発
す
る
。
更
に
、
こ

れ
ら
の
諸
活
動
を
実
施
す
る
責
任
あ
る
管
理
体
制
を

確
立
す
る
」

　
「
建
学
の
理
念
」
の
キ
ー
ワ
―
ド
は
「
あ
ら
ゆ
る

意
味
に
お
い
て
、
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
開
か
れ

た
大
学
」
で
あ
る
。（
つ
く
ば
市
内
の
高
校
で
は
茨

城
県
立
竹
園
高
校
、
私
立
茗め

い

渓け
い

学
園
な
ど
が
抜
群
の

つ
く
ば
よ
、
ト
ッ
プ
を
め
ざ
せ

～
学サ

イ

エ

ン

ス
・
シ

テ

ィ

術
研
究
都
市
50
年
・
筑
波
大
学
40
年
・
Ｔ
Ｘ
10
年
…
～

作
家
　
高
崎
哲
郎

連
載
第
４
回

「IMAGINE THE FUTURE.」の横断幕（筑波大学キャンパス）



い
つ
で
も
、
夏
目
漱
石
に
挑
戦
し
て
い
る
」
と
冒
頭

で
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
漱
石
に
影
響
を
受
け
た
作

家
や
英
文
学
者
を
列
記
し
た
後
書
く
。

　
「
英
語
教
師
は
、
英
会
話
を
し
た
り
、（
英
文
の
）

手
紙
を
書
い
た
り
、
レ
ッ
テ
ル
を
読
ん
だ
り
す
る
稽け

い

古こ

事ご
と

の
先
生
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
英
米
人

は
、
い
か
に
生
き
る
か
、
い
か
に
考
え
、
い
か
に
感

じ
る
か
を
、
生
の
英
語
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
の
青
少
年
に
伝
え
る
役
目
を
持
っ
て
い
る
。
そ

れ
が
窓
の
第
一
の
効
用
で
あ
る
。窓
よ
明
る
く
開
け
。

（
中
略
）。（
英
語
教
師
は
）
や
は
り
、
漱
石
に
挑
戦

し
て
み
て
ほ
し
い
。漱
石
に
挑
戦
す
る
ほ
ど
の
人
は
、

向
学
の
精
神
に
満
ち
、
文
学
の
喜
び
に
よ
っ
て
生
命

を
い
き
い
き
と
伸
ば
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
だ
」

　

福
原
は
２
年
間
と
は
い
え
若
き
漱
石
が
母
校
の
教

壇
に
立
っ
た
こ
と
を
同
じ
英
文
学
を
専
攻
す
る
後
進

の
学
者
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
後
に
国
民
的

作
家
と
な
る
漱
石
の
影
響
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

◇

　

漱
石
を
高
等
師
範
学
校
の
英
語
教
師
に
招
い
た

初
代
校
長
嘉
納
治
五
郎
（
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）

‐
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
））
に
つ
い
て
語
り
た
い
。

同
校
の
偉
大
な
創
始
者
嘉
納
を
語
る
こ
と
は
、
高
等

師
範
学
校
か
ら
東
京
教
育
大
学
を
経
て
筑
波
大
学
ま

で
（
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
ま
で
）
の
１
４
１

年
間
校
風
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
来
た「
文
武
両
道
」

や
国
際
性
尊
重
の
精
神
を
語
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
「
二
つ
の
金
メ
ダ
ル
」
の
原
点
を
再
確
認
す
る
こ

と
に
な
る
。
筑
波
大
学
・
大
学
会
館
前
の
広
場
に
和

服
姿
の
嘉
納
の
り
り
し
い
立
像
が
立
っ
て
い
る
。（
以

下
『
気
概
と
行
動
の
教
育
者　

嘉
納
治
五
郎
』（
筑

波
大
学
出
版
会
）
を
参
考
に
す
る
）。

　

嘉
納
の
生
涯
を
略
記
す
る
。
講
道
館
・
柔
道
の
創

始
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
嘉
納
は
、
明
治
・
大
正
期

都
の
理
科
大
学
長
を
し
て
い
る
久
原
さ
ん
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
学
校
ま
で
来
て
く
れ
と
い
う
通
知
が
あ
っ

た
の
で
、
早
速
出
か
け
て
見
る
と
、
そ
の
座
に
高
等

師
範
の
校
長
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

さ
ん
と
、
そ
れ
に
私
を
周

旋
し
て
く
れ
た
例
の
先
輩
が
い
て
、
相
談
は
極
ま
っ

た
、
こ
っ
ち
に
遠
慮
は
要
ら
な
い
か
ら
高
等
師
範
の

方
へ
行
っ
た
ら
好
か
ろ
う
と
い
う
忠
告
で
す
。
私
は

行
掛
か
り
上
否い

や

だ
と
は
い
え
ま
せ
ん
か
ら
承
諾
の
旨

を
答
え
ま
し
た
。
が
、
腹
の
中
で
は
厄
介
な
事
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
。
と
い
う
も
の
は
今
考
え
る
と
勿
体
な
い
話
で
す

が
、
私
は
高
等
師
範
な
ど
を
そ
れ
ほ
ど
有
難
く
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
嘉
納
さ
ん
に
始
め
て
会
っ

た
時
も
、
そ
う
あ
な
た
の
よ
う
に
教
育
者
と
し
て
学

生
の
模
範
に
な
れ
と
い
う
よ
う
な
注
文
だ
と
、
私
に

は
と
て
も
勤
ま
り
か
ね
る
か
ら
と
逡
巡
し
た
位
で
し

た
。
嘉
納
さ
ん
は
上
手
な
人
で
す
か
ら
、
否
そ
う
正

直
に
断
ら
れ
る
と
、
私
は
益ま

す

々ま
す

貴
方
に
来
て
頂
き
た

く
な
っ
た
と
い
っ
て
、
私
を
離
さ
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
う
言
う
訳
で
、
未
熟
な
私
は
双
方
の
学
校
を

掛
け
持
ち
し
よ
う
な
ど
と
い
う
欲
張
り
根
性
は
更
に

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
に
要
ら
ざ
る

手
数
を
掛
け
た
後
、
と
う
と
う
高
等
師
範
の
方
へ
行

く
事
に
な
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
あ
る
。（
若
い
教

官
夏
目
金
之
助
が
教
師
や
学
生
と
一
緒
に
撮
っ
た

写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
）。
―
こ
の
嘉
納
治
五
郎
の

言
葉
は
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
中
で
、
新
任
の
坊
っ

ち
ゃ
ん
に
言
う
、
狸
（
校
長
）
の
言
葉
に
酷
似
す
る

と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
今
こ
こ
で

は
問
題
で
は
な
い
。
当
時
漱
石
が
受
け
取
っ
た
月
給

は
37
円
50
銭
で
あ
っ
た
。
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）

10
月
の
日
付
で
「
高
等
師
範
学
校
英
語
授
業
を
嘱
託

し
１
ヶ
年
年
金
４
５
０
円
給
与
」（
原
文
カ
タ
カ
ナ
）

と
い
う
辞
令
が
、
高
等
師
範
校
か
ら
出
て
い
る
。
明

の
著
名
な
教
育
家
で
あ
り
、
日
本
の
初
代
Ｉ
Ｏ
Ｃ

（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
委
員
、
日
本
体
育

協
会
の
創
設
者
で
あ
る
。
嘉
納
は
、
幕
末
に
摂
津
国

御
影
町
（
現
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
）
の
酒
造
家
嘉

納
治
郎
作
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
進
学
校
で
知

ら
れ
る
私
立
灘
高
の
構
内
に
嘉
納
の
像
が
立
っ
て
い

る
。
同
地
出
身
の
教
育
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
明
治
８

年
（
１
８
７
５
）
東
京
帝
国
大
学
の
前
身
、
開
成
学

校
に
入
学
す
る
。
勉
学
の
か
た
わ
ら
福
田
八
之
助
に

つ
い
て
天
神
真
楊
流
、
飯
久
保
恒
年
に
つ
い
て
起
倒

流
の
柔
術
を
学
ぶ
。
明
治
15
年
卒
業
し
て
、
学
習
院

英
語
教
師
と
な
る
か
た
わ
ら
、
下
谷
稲
荷
町
の
永
昌

寺
の
書
院
を
借
り
、
塾
を
開
い
て
「
講
道
館
」
と
名

付
け
塾
生
に
柔
道
を
教
え
る
。
今
や
世
界
共
通
語
と

な
っ
た
柔
道
（
ジ
ュ
ー
ド
ー
）
は
嘉
納
の
造
語
で
あ

る
。

 　

明
治
22
年
九
段
富
士
見
町
に
道
場
を
開
き
、
柔

道
諸
派
流
の
技
術
を
統
合
し
、
体
育
的
に
再
編
成
し

た
流
儀
を
完
成
し
、
講
道
館
柔
道
の
名
乗
り
を
あ
げ

た
。
文
部
省
か
ら
海
外
視
察
に
派
遣
さ
れ
た
後
、
第

５
高
校
（
現
熊
本
大
学
）
校
長
と
な
り
、
文
部
省
参

事
官
、
第
１
高
校
（
現
東
京
大
学
）
校
長
を
経
て
、

明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校

長
と
な
る
。
嘉
納
は
体
育
（
英
語
Ｐ
Ｅ
（Physical 

治
26
年
10
月
27
日
狩
野
亨
吉
（
学
友
）
宛
の
漱
石
の

手
紙
に
は
、「
生
義
兼か

ね

て
御
出
京
中
は
種
々
御
配
慮

を
煩
は
し
候
処
、
そ
の
後
高
等
師
範
学
校
英
語
教
授

の
嘱
託
を
受
け
、
去
る
19
日
よ
り
出
講
仕

つ
か
ま
つを
り
候

へ
ば
乍

は
ば
か
り
な
が
ら憚
御
安
息
可く

だ
さ
る
べ
く

被
下
候
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

漱
石
は
２
年
間
東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
壇
に

立
っ
た
後
、
明
治
28
年
４
月
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
校

（
後
に
松
山
中
学
校
を
経
て
現
県
立
松
山
東
高
校
）

の
教
諭
と
し
て
松
山
に
赴
任
す
る
。
破
格
の
高
給
で

あ
っ
た
。
松
山
は
周
知
の
よ
う
に
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

の
舞
台
で
あ
る
。

　

漱
石
の
英
語
教
育
が
高
等
師
範
学
校
に
ど
の
よ
う

な
影
響
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
た
か
は
、
私
に
は

論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
東
京
高
等
師
範
英
語

英
文
科
の
卒
業
生
で
同
校
や
東
京
教
育
大
学
で
英

語
英
文
学
を
講
じ
た
英
文
学
の
泰
斗
福
原
麟
太
郎

（
１
８
９
４
‐
１
９
８
１
）
は
『
夏
目
漱
石
』（
荒
竹

出
版
）
の
「
英
語
教
師
の
挑
戦
」
で
「
英
語
教
師
は
、

Education

）
を
嘉
納
が
和
訳
）
を
奨
励
し
、
体
育

科
を
新
設
し
て
体
育
教
師
の
育
成
に
努
め
た
。（
筑

波
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
各
分
野
で
優
秀
な
成
績

を
残
し
、多
く
の
選
手
や
指
導
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

だ
が
非
近
代
的
と
も
い
え
る
「
体
育
会
」
系
的
な
伝

統
や
精
神
は
、
そ
の
指
導
方
針
に
全
く
な
く
極
め
て

自
由
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す
る
」。
こ
れ
こ

そ
嘉
納
の
一
大
遺
産
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
名
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
同
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
理
念
は

〈「
良
き
選
手
」「
良
き
チ
ー
ム
」「
良
き
指
導
者
」
た

れ
！
〉
で
あ
る
）。

　

嘉
納
は
同
校
校
長
を
３
期
23
年
余
り
務
め
た
。
明

治
42
年
（
１
９
０
９
）
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
の
委
嘱
で
ア
ジ
ア
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
就
任
し

た
。
明
治
44
年
大
日
本
体
育
協
会
を
設
立
し
、
三
島

弥
彦
（
東
大
）、
金
栗
四
三
（
東
京
高
師
）
の
両
選

手
を
選
抜
し
て
自
ら
団
長
と
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
初
参
加
を
実
現
し
た
。（
１
９
１
２
年
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
大
会
）。
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
カ
イ

ロ
で
開
催
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
に
出
席
し
て
の
帰
途
、
氷

川
丸
船
中
で
肺
炎
の
た
め
急
逝
し
た
。
享
年
77
歳
。

◇

　

筑
波
大
学
は
国
立
大
学
な
ら
で
は
の
伝
統
と
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
初
め
て
の
抜
本
的
な

大
学
改
革
を
行
い
、「
開
か
れ
た
大
学
」「
教
育
と
研

究
の
新
し
い
仕
組
み
」「
新
し
い
大
学
自
治
」
を
特
色

と
し
た
新
構
想
大
学
と
し
て
、
旧
態
依
然
た
る
大
学

の
改
革
に
先
導
的
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
教
育
研
究

の
高
度
化
、
大
学
の
個
性
化
、
大
学
運
営
の
活
性
化

な
ど
、
活
力
に
富
み
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
大
学
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
い
う
。
大
学
改
革
の
一
つ

に
学
部
制
を
廃
止
し
て
学
群
・
学
類
制
を
導
入
し
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
大
学
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
９

つ
の
学
群
は
、
教
育
上
の
目
的
に
応
じ
て
組
織
さ
れ
、

学
部
段
階
の
学
生
の
教
育
指
導
に
つ
い
て
包
括
的
な

責
任
を
も
つ
組
織
で
あ
る
。
学
類
は
、
学
群
に
属
し
、

学
生
の
教
育
指
導
に
つ
い
て
基
礎
的
な
責
任
を
も
つ

組
織
で
あ
る
。
大
学
院
は
８
つ
の
学
群
で
あ
る
。
そ

の
大
き
な
特
徴
を
具
体
的
に
記
せ
ば
、
①
専
門
分
野

を
異
に
す
る
教
員
及
び
学
生
と
の
接
触
・
交
流
を
通

じ
て
、
広
い
視
野
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
形
成
に
資

す
る
よ
う
配
慮
す
る
。
②
既
存
の
学
問
の
体
系
に
必

ず
し
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
教
育
上
の
観
点
か

ら
将
来
の
発
展
の
基
礎
を
培
つ
ち
か

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
い
わ
ば
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
さ
せ
た
学
科
な

の
で
あ
る
。
同
大
学
の
「
顔
」
の
一
つ
と
も
い
え
る

体
育
専
門
学
群
と
芸
術
専
門
学
群
に
は
学
類
は
な
い
。

旧
来
の
文
系
・
理
系
と
い
っ
た
「
壁
」
を
打
破
し
て

お
り
、
既
成
の
概
念
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
。

　

生
命
環
境
学
群
を
取
り
上
げ
て
見
る
。
同
学
群
は

21
世
紀
に
入
り
社
会
的
に
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
る「
生
命
と
環
境
」を
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る「
生

物
学
類
」「
生
物
資
源
学
類
」「
地
球
学
類
」
の
３
学

類
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
組
織
構
成
員
、
教
育
研

究
分
野
と
も
大
学
院
（
生
命
環
境
科
学
研
究
科
）
と

ほ
ぼ
同
一
だ
と
い
う
。
教
育
目
標
は
問
題
発
見
・
解

決
型
能
力
を
身
に
つ
け
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と

に
よ
り
、
日
本
の
生
命
環
境
科
学
分
野
の
中
心
的
担

い
手
と
な
る
人
材
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
活
躍
で

き
る
未
来
創
造
型
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

医
学
群
で
は
医
学
類
、
看
護
学
類
、
医
療
科
学
類

が
あ
り
、
国
家
試
験
を
目
指
し
て
勉
学
や
臨
床
実
験

に
励
ん
で
い
る
。
国
家
試
験
の
合
格
率
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
：
『
筑
波
大
学
　IM

AG
IN

E TH
E FU

TU
RE

　by 
AERA

』(

朝
日
新
聞
出
版)

、『
筑
波
大
学
30
年
史
稿
』、『
筑

波
大
学
の
40
年
』、『
気
概
と
行
動
の
教
育
者
　
嘉
納
治
五
郎
』

（
筑
波
大
学
出
版
会
）、
つ
く
ば
市
関
連
資
料
な
ど
）

（
つ
づ
く
）。

嘉納治五郎像（筑波大学）

高等師範教師・漱石（後列左から２人目、『別冊太陽　夏目漱石』）


